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CＲＴＴＭの構造

（連続再生式トラップ）

Unique Patented Johnson Matthey System

酸化触媒
フィルター



Johnson 
Matthey

CRTCRTTMTMの基本原理の基本原理
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ＣＲＴＣＲＴＴＭＴＭの基本原理の基本原理
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CRTCRTTMTMの特徴の特徴

利点

• 外部エネルギー不要

• コントロールユニット不要

• メンテナンスが容易

必要事項

• 低S(硫黄)軽油

• 　2NO + O2 → 2NO2

• NOx/C>8　（理想的には20以上）

• 　C + 2NO2 →　CO2 + 2NO
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CRTCRTTMTMの装着の装着によるによるPMPM低減効果低減効果

*　CRTTMの装着により200ｎm以下のパテキュレ－トも90%以上低減可能
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実績総計　実績総計　8,7758,775台台

CRTCRTＴＭＴＭ の累積出荷実績の累積出荷実績
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各地域での主なＣＲＴ各地域での主なＣＲＴＴＭＴＭ導入例導入例

スウェーデン 10ppm 2,200台 バス

1,600台 トラック

Volvo社オプション採用

ノルウェー 50ppmMax 　200台 バス

アムステルダム 50ppmMax 200台　 バス

オーデンス（デンマーク） 2,000台 バス予定

イギリス 25-30ppm 2,000台 バス・トラック

ベルリン（ドイツ） 10-15ppm 2,000台 バス導入中

ニューヨーク 50ppmMax 2,000台 バス導入中

カリフォルニア ARCO　15ppm Navister社オプション
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実走後の実走後のPMPM排出量排出量
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ＣＲＴＣＲＴTMTMのまとめのまとめ

• CRTTMは、 PM、HC, CO の高い除去性能を示します。

• ０．２μm以下のPMについても９０％以上除去できます。

• 長期間使用後でも充分な特性が維持されます。

低い硫黄濃度の軽油を使用することで：
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SCRTSCRTTMTMの概要の概要

排ガス

SCRTTM

CRTTM SCR

尿素を添加

PM, CO, HCを除去 NOxを除去
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SCRTSCRTTMTM のまとめのまとめ

• SCRTTM は、 HC, CO, PM 及び NOx　の浄化に対し高
い性能を持っています。

• この SCRTTM は、将来的に非常に有望な技術です

• 今後自動車メーカー各社と開発を進めていきます。
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パティキュレート排出量に対する燃料中の硫黄分濃度の影響パティキュレート排出量に対する燃料中の硫黄分濃度の影響

※　燃料消費量：　10.5K/L       サルフェート：　H2O/SO4=1.3、触媒による生成率75%
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燃料中の硫黄濃度によるパテキュレ－ト成分の変化燃料中の硫黄濃度によるパテキュレ－ト成分の変化
　出典：DECSEプログラムレポ－ト No.4(Jan.2000)
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ミスフューエル後のミスフューエル後のCRTCRTTMTMの特性変化の特性変化
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今より住み良い環境を

次の世代に残すことは、

今生きている

我々の責任

JohnsonJohnson　　MattheyMatthey


